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3 4 相および 2 相差動位相変調 (DP S K) 方式に対する遅延検波器の解析モデルを示し，いるo 更に，
章および 4 章で解析を行う準備として検波出力の特性関数を導出している。
第 3 章では，移動体衛星通信における 4 相DPSK方式に対する検波後ダイパーシチ効果の理論解析を
ダイパーシチによる誤り率改善行っている。まず.検波後ダイパ}シチとして等利得合成法を取り上げ，
効果を 2 章で述べた 3 つの通信系について明らかにし.次いで選択合成法を取り上げ，等利得合成法と比
較を行いダイパーシチの有効性並びに等利得合成法の優位性を明らかにしている。




















(3) 最ゅう検定理論に基づいて， 2 相差動位相変調方式に対する誤り率を最小とする最適検波後ダイバー
シチを考察し， ライス・フェージング通信路のパラメータ推定器を考察すると共に，検波後等利得ダイ
ノてーシチの性能と対比することにより最適ダイバーシチの利点を明白 iとしている。
以上のように本論文は，今後の発展が期待される移動体衛星通信方式に差動位相変調方式を用いる場合
の受信誤り率特性およびその検波後ダイパーシチによる改善効果に関する有用な新しい知見を与えており，
通信工学の発展に寄与すると乙ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
-409-
